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教
研
の
記
念
講
演

の
感
想
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
声

を
聞
い
て
一
緒
に
考

え
、
一
緒
に
い
ろ
ん

な
取
組
が
し
た
い
！

そ
う
思
い
な
が
ら
過

ご
す
毎
日
で
す
。
今

年
は
学
級
通
信
を
出

し
て
い
て
、
子
ど
も

た
ち
と
の
関
係
づ
く

り
や
子
ど
も
た
ち
の

様
子
を
伝
え
る
取
組

を
し
て
い
ま
す
。

　

学
年
に
不
登
校
の

子
が
い
ま
す
。
放
課

後
に
担
任
の
先
生
と

の
時
間
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
間
は
勤

務
時
間
外
の
こ
と
が

多
い
で
す
。
何
よ
り

も
子
ど
も
た
ち
が
甘

え
ら
れ
る
場
を
つ
く

ろ
う
と
思
う
と
、
周

り
の
先
生
た
ち
の
理

解
を
得
る
の
に
苦
労

す
る
な
と
感
じ
て
い

ま
す
。「
い
つ
も
甘

や
か
し
て
る
よ
ね
」

の
声
が
聞
こ
え
て
く

る
気
が
し
ま
す
。
そ

ん
な
中
で
踏
ん
張
っ

て
い
る
先
生
は
た
く

さ
ん
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
そ
の

子
の
尊
厳
を
大
切

に
、
こ
の
視
点
を
な

く
し
て
教
育
は
で
き

な
い
な
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。
国
に
対

す
る
怒
り
と
、
そ
れ

で
も
と
い
う
納
得
と

共
感
の
連
続
の
お
話

で
し
た
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　 

だ
よ
り
11月11月

４
％
）
と
、
昨
年
度
よ

り「
現
職
講
師
」の
正
規

採
用
が
増
え
ま
し
た
。

　

大
阪
市
教
臨
時
教
職

員
部
は
「
能
力
の
実

証
」（
地
公
法
）
が
試

さ
れ
済
み
の
「
現
職
講

師
を
正
規
採
用
す
る
こ

と
」
を
長
年
要
求
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
の

結
果
は
「
一
歩
前
進
」

で
す
。
要
求
書
を
提
出

し
、
交
渉
し
ま
す
が
、

引
き
続
き
現
職
講
師
の

処
遇
改
善
に
向
け
て
運

動
を
広
げ
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
大
阪
市

公
立
学
校
・
幼
稚
園
教

員
採
用
選
考
テ
ス
ト
に

合
格
し
た
小
学
校
現
職

講
師
か
ら
喜
び
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
嬉
し

い
で
す
。
11
年
間
諦
め

ず
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た

で
す
。
努
力
は
報
わ
れ

る
の
だ
な
と
確
信
し
ま

し
た
。例
年
、不
合
格
だ

っ
た
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で「
合
格
」の
結
果

を
見
た
時
は
半
信
半
疑

で
し
た
。
内
定
通
知
書

を
見
た
時
は
震
え
が
止

ま
ら
な
か
っ
た
で
す
。

「
合
格
し
た
ん
だ
」
と

実
感
し
ま
し
た
。
今
後

は
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
の
た
め
に
も
、

今
ま
で
以
上
に
頑
張
ろ

う
！
と
思
い
ま
し
た
。

　

教
員
採
用
試
験
「
現

職
講
師
特
例
」
の
今
年

度
の
合
格
率
は
小
学
校

で
60
・
６
％
（
昨
年
度

は
35
・
２
％
）、中
学
校

で
45
・
３
％
（
同
24
・

現
職
講
師
合
格

現
職
講
師
合
格

処
遇
改
善
引
き
続
き

処
遇
改
善
引
き
続
き

ガーベラガーベラ
だよりだより

　

東
成
区
玉
津
中
学
校

区
の
東
小
橋
・
大
成
・

中
道
小
学
校
を
統
合
す

る
計
画
の
住
民
説
明
会

が
８
月
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

地
域
で
の
学
習
会
が

10
月
19
日
に
行
わ
れ
大

阪
市
教
も
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
中

学
校
が
大
規
模
だ
っ
た

時
、
学
校
間
の
「
決

闘
」
が
あ
り
荒
れ
て
い

た
。
人
数
が
多
い
と
成

績
の
良
い
子
と
問
題
の

あ
る
子
し
か
見
て
も
ら

え
な
か
っ
た
。

　

教
員
時
代
小
規
模
校

で
は
人
間
関
係
が
良
く

子
ど
も
た
ち
が
穏
や

か
。
先
日
、
小
規
模
校

の
運
動
会
に
参
加
し
た

が
、
進
行
が
遅
れ
た
の

重
、
保
育
事
情
の
一
層

の
配
慮
、
栄
養
教
職
員

の
全
校
配
置
、
特
別
専

科
教
諭
の
希
望
尊
重
、

講
師
未
配
置
の
解
消
を

求
め
ま
し
た
。

　

大
阪
市
教
は
「
人
事

異
動
の
考
え
方
、
取
り

（
３
・
１
％
）引
き
上
げ

る
勧
告
を
行
い
ま
し
た

（
昨
年
は
１
万
１
６
３

１
円
、２
・
92
％
）。
一

時
金
は
０
・
05
月
引
上

げ
（
４
・
６
月
か
ら
４

・
65
）。し
か
し
、
民
間

労
働
者
３
・
６
％
増
、

大
阪
市
の
消
費
者
物
価

指
数
３
・
６
㌽
増
。
物

価
高
騰
の
中
で
、
生
活

改
善
を
願
う
教
職
員
の

期
待
に
応
え
な
い
不
満

の
あ
る
内
容
で
す
。

　

こ
の
間
続
け
て
き
た

若
年
層
へ
の
重
点
配
分

は
継
続
し
た
一
方
、

「
そ
の
他
の
職
員
は
昨

年
を
大
幅
に
上
回
る
引

　

市
労
組
連
は
10
月
17

日
、
２
０
２
５
年
市
労

組
連
賃
金
確
定
要
求
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
年

末
一
時
金
要
求
は
10
月

８
日
に
提
出
。

　

大
阪
市
人
事
委
員
会

は
９
月
30
日
、
月
例
給

を
１
万
２
６
５
３
円

と
を
求
め
ま
し
た
。

　

要
求
書
で
は
、
学
校

事
務
職
員
の
代
替
配

置
、
養
護
教
職
員
の
複

数
配
置
な
ど
の
人
事
・

定
員
要
求
、「
通
級
に

よ
る
指
導
（
巡
回
通

級
）」
に
よ
る
兼
務
発

令
を
行
わ
な
い
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

専
門
部
・
支
部
が
発

言
し
、「
不
妊
・
不
育

治
療
を
継
続
・
予
定
し

て
い
る
者
」
の
希
望
尊

通
の
維
持
、
住
宅
の
確

保
。

　

副
首
都
は
維
新
の
生

き
残
り
戦
略
。
大
阪
か

ら
「
副
首
都
」
に
反
対

す
る
声
を
上
げ
よ
う
。

き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
う
ち
個
人

消
費
の
占
め
る
割
合
は

54
％
。
不
安
定
就
労
、

実
質
賃
金
の
低
迷
で
個

人
消
費
も
低
迷
。
不
況

　

大
阪
市
を
よ
く
す
る

会
は
10
月
１
日
「
秋
の

市
政
検
証
集
会
」
を
行

い
リ
ア
ル
29
人
、
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
で
70
人
以
上
が
参

加
し
ま
し
た
。
中
山
徹

自
治
体
問
題
研
究
所
理

事
長
が
「
副
首
都
構
想

と
大
規
模
開
発
」
と
題

し
て
講
演
を
行
い
ま
し

た
。大

阪
の
経
済
低
迷

国
の
税
源
移
譲

　

「
災
害
時
の
首
都
機

能
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」

と
し
て
い
る
が
、
首
都

圏
企
業
や
国
の
指
定
公

共
機
関
は
既
に
大
阪
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を

と
っ
て
い
る
。
狙
い
は

「
副
首
都
」
を
理
由

に
、
国
か
ら
の
税
源
移

譲
、
規
制
の
特
例
措

置
、
首
都
機
能
の
代
替

に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
た
め
の
財
政
措

置
。
大
阪
経
済
の
低
迷

脱
出
を
国
民
の
税
金
で

行
お
う
す
る
偽
り
の
成

長
戦
略
。

地
域
間
格
差
拡
大

　

維
新
は
２
０
１
０
年

以
降
大
阪
経
済
を
発
展

さ
せ
る
た
め
の
政
策
を

展
開
し
て
い
る
が
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
除
き
顕

著
な
成
果
が
出
て
い
な

い
。
府
民
の
所
得
が
低

下
し
て
い
る
の
が
致
命

傷
。
完
全
失
業
率
（
24

年
）
全
国
２
・
５
％
、

大
阪
・
青
森
３
・
１

％
。

　

施
策
の
重
点
は
大
阪

市
（
臨
海
部
及
び
中
心

部
）
で
、
南
河
内
・
北

中
河
内
、
泉
州
は
人
口

減
少
が
大
き
く
後
期
高

齢
者
人
口
比
の
上
昇
も

急
で
、
大
阪
府
北
部
と

の
格
差
が
拡
大
（
金
剛

バ
ス
廃
止
な
ど
）。
維

新
は
是
正
す
る
ど
こ
ろ

か
促
進
さ
せ
て
い
る
。

住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を

　

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ

ー
、
国
家
戦
略
特
区
に

よ
る
規
制
緩
和
で
、
世

界
で
一
番
ビ
ジ
ネ
ス
が

し
や
す
い
環
境
を
創
出

し
、「
空
飛
ぶ
ク
ル

マ
」、
民
間
巨
大
都
市

開
発
を
進
め
て
い
る
。

万
博
、
カ
ジ
ノ
は
大
き

な
問
題
を
は
ら
み
、
最

近
で
は
特
区
民
泊
が
大

継
続
の
最
大
の
理
由
。

非
正
規
、
官
製
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
を
作
り
出
さ

な
い
。
今
住
ん
で
い
る

地
域
で
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
、
公
共

施
設
の
維
持
、
公
共
交

員
数
は
小
学
校
28
人

（
15
人
減
）、
中
学
校

４
人
（
５
人
減
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
専
科
教
諭
の
配

置
状
況
は
、
小
学
校
で

32
人
の
兼
務
発
令
、
67

人
の
継
続
配
置
、
中
学

校
で
26
人
の
兼
務
発

令
、
２
人
の
継
続
配
置

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

給
特
法
は
改
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
残
業
代
ゼ

ロ
条
項
は
継
続
。
国
会

参
考
人
が
「
法
規
範
の

逸
脱
」「
恥
で
あ
り
罪

で
あ
る
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。
給
特
法
附
則
に

あ
る
「
担
当
す
る
授
業

時
数
の
削
減
」「
定
数

の
標
準
を
改
定
」
し
教

職
員
増
を
実
現
す
る
こ

　

大
阪
市
教
は
「
25
年

度
末
人
事
・
定
員
要
求

書
」
提
出
交
渉
を
10
月

21
日
行
い
ま
し
た
。

　

市
教
委
は
「
異
動
年

限
等
の
基
本
方
針
は
、

昨
年
度
と
同
様
の
方
針

で
人
事
異
動
を
実
施
」

と
し
ま
し
た
。
今
後
、

折
衝
・
交
渉
を
行
い
ま

す
。

　

10
月
１
日
現
在
の
欠

扱
い
」（
異
動
候
補
者

の
決
定
、
残
留
の
特
別

事
情
、
保
育
事
情
な
ど

８
項
目
）
を
確
認
し
、

希
望
尊
重
の
人
事
を
実

現
し
て
き
ま
し
た
。
11

月
26
日
に
年
度
末
人
事

相
談
を
行
い
ま
す
。

上
げ
改
定
」
と
し
た
こ

と
は
、
現
場
で
奮
闘
す

る
中
高
年
層
の
切
実
な

要
求
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
り
、
中
高
年
層
の

改
定
に
つ
い
て
昨
年
を

大
幅
に
上
回
る
も
の
と

す
る
こ
と
を
強
く
求
め

ま
し
た
。

　

ケ
ア
労
働
者
の
処
遇

改
善
が
国
で
も
言
わ
れ

て
お
り
、
保
育
士
・
幼

稚
園
教
諭
の
給
料
表
抜

本
改
善
、
再
任
用
職
員

の
一
時
金
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
公
募
に
よ

ら
な
い
再
度
の
任
用
の

上
限
撤
廃
等
要
求
し
ま

し
た
。

は
仲
良
し
学
級
の
子
が

参
加
で
き
る
こ
と
を
待

つ
た
め
。
一
人
の
子
ど

も
の
参
加
を
皆
が
待

つ
。
卒
業
し
た
中
・
高

生
も
多
数
参
加
。
片
づ

け
に
保
護
者
も
参
加
。

地
域
み
ん
な
の
運
動

会
。
実
際
に
歩
い
た
が

統
合
さ
れ
れ
ば
30
分
近

く
か
か
る
。

　

学
校
が
無
く
な
る
と

い
う
こ
と
が
子
ど
も
に

と
っ
て
ど
う
な
の
か
、

地
域
に
と
っ
て
ど
う
な

の
か
が
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。
東
成
区
は
住
民

微
増
な
の
に
、
区
は

「
少
子
化
」
で
統
合
を

言
う
、
街
づ
く
り
を
住

民
参
加
で
進
め
て
い
こ

う
と
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。

少
人
数
学
級
の
実
現

国・府・市
宛
署
名
を

偽りの成長戦略＝副首都
維新－「都構想」住民投票狙う

給
特
法
改
定
後
の
人
事
・
定
員

給
特
法
改
定
後
の
人
事
・
定
員

希
望
尊
重

希
望
尊
重  

要
求
書
提
出

要
求
書
提
出市労組連

中
高
年
層
の
大
幅
改
定

�

会
計
年
度 

再
度
の
任
用

東
成
学
校
統
合
案

東
成
学
校
統
合
案

地
域
の
小
規
模
校

地
域
の
小
規
模
校


